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現在，登録あるいは実用性が確認さ
れている問題雑草一発処理剤はこれらの
有効成分の組み合わせで構成されている。
植調協会での問題雑草一発処理剤の
実用性評価については新たな基準を設
けた。通常，一発処理剤は移植後 45
～ 50 日での残存雑草量を評価対象と
する。移植後 45 ～ 50 日まで発生を
抑えれば，水稲群落はそれ以降に発生
する雑草を被陰し，成長を抑えるとの
考えからである。しかし，塊茎で繁殖
するオモダカ，クログワイなどは必ず
しもそうではない。問題雑草の残草を
80日程度で判断することとした。
そこで，問題雑草一発処理剤につい
ては完全防除を考え，薬効の評価を移
植後 80日とした。

図 -7 は問題雑草一発処理剤の適用
性試験成績概要の例である。赤丸が
45 日調査結果，青丸が 80 日調査結
果である。試験薬剤の残草程度は 45
日では対照剤との違いは少ないが 80
日ではその差は歴然としている。バサ
グラン溶剤との体系処理と同等の効果
がみられる。
現在，問題雑草一発処理剤として実
用性が確認されているのは下記の通り
である。
アッパレＺジャンボ，フロアブル，1
キロ粒剤　(有効成分：ピラクロニル，
プロピリスルフロン，ブロモブチド )
はクログワイを，カウンシルコンプリー
トジャンボ，フロアブル，1キロ粒剤
／ボデーガードプロジャンボ，フロア
ブル，1キロ粒剤（有効成分：トリア
ファモン，テフリルトリオン）はオモ
ダカ，クログワイ，コウキヤガラを，
ゼータタイガージャンボ，フロアブル，
1キロ粒剤／ドラゴンホークＺジャン
ボ，フロアブル，1キロ粒剤（有効成
分：プロピリスルフロン，ブロモブチド，
ペントキサゾン）およびゼータハンマー
ジャンボ，フロアブル，1キロ粒剤（有
効成分：プロピリスルフロン，ブロモ
ブチド，ペントキサゾン）はクログワ
イを，MIH-142フロアブル（有効成分：
シクロピリモレート，ピラゾレート，

プロピリスルフロン）およびMIH-143
ジャンボ（有効成分：シクロピリモレー
ト，ピラゾレート，プロピリスルフロン）
はオモダカ，クログワイをそれぞれ対
象にして実用性が認められている。

使用する際には誤用がないよう登録
内容を確認し，適正に使用する。なお，
農薬登録には問題雑草一発処理剤とし
ての記述や表示がないので，問題雑草
一発処理剤のロゴマークが参考になる
（図 -8）。ロゴマークの上部に記述され
ているのが一発処理の対象雑草である。
問題雑草一発処理剤の地域性，使用時
期等の有効な使用方法が，植調協会ホー
ムページの技術情報に掲載されている
ので参考にして欲しい。
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図 -7　問題雑草一発処理剤の適用性試験成績概要の例

図 -8　問題雑草一発処理剤のロゴマーク
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Eriochloa villosa (Thunb.) Kunth （英語名： wooly cupgrass 
　中国名：野黍　韓国名：nadogoepi) イネ科　ナルコビエ属
　自然分布の東端にあたる日本の農地で雑草として重視され
てこなかったナルコビエは，欧米ではアジアからの帰化雑草
として問題になった。この植物が近年，東北地方のダイズ圃
場に出現した ( 図 -1) が，個体群が農地に進出したのか，あ
るいは海外から「里帰り」したのか，その動向を注視したい。
■分布
　アジアからコーカサス，イランにかけて分布し（長田　
1989），1950 ～ 60 年代にアメリカ合衆国に帰化してトウ
モロコシ畑で防除の困難な雑草となり（Bello et al. 2000; 
Mickelson & Harvey 1999），カナダやヨーロッパの一部に
も侵入した（Darbyshire1 et al. 2003;　EPPO 2017）。日
本では，「日当たりのよい草原に生育する（長田　1989）」
普通な植物であるが，「見かけることがきわめてまれとなっ
た」として，絶滅危惧種に扱う自治体もある。
■形態と見分けるポイン（図−2）
　稈は基部で多数分岐してそう生し，高さ 1m ほどに達する。
葉身や葉鞘に短い，穂にはやや長い軟毛を密生する。夏から
秋にかけて，10 本ほどの枝（総）を一方向に着けた総状の穂
を出す。小穂は長さ 4 ～ 6mm，先尖の扁平な卵形で，総の
下側に１～ 3 列に着く。幼植物では中胚軸が発達する。東ア
ジアでは多年生（長田　1989 ほか），欧米では一年生（EPPO　
2017 ほか）とされる。葉身に密生する短軟毛は幼植物の段階
から独特の柔らかな触感を与え，触れるだけで識別できる。
■雑草としての情報
　中国や韓国では雑草図鑑に収録されているものの，日本
では，北海道で「畦畔に生ず。〔北海道に於ける水田雑草　
1931〕」や岡山県で「稀〔岡山大農生研所蔵 植物標本目録 
1980〕」と記された以外には耕地雑草としての記録に乏し
かった。しかし，2011 年に秋田県のダイズ圃場での繁茂が
確認されて（森田ほか　2013）以降，山形県〔東北雑草研
究会　2015〕や青森県〔日植調東北支部会報 50　2015〕
においてもダイズ圃場で見出されており，東北地方の農地で
分布を広げているとみられる。
■防除に関する情報
　アメリカ合衆国やカナダではトウモロコシや飼料畑にお
いて，埋土種子の動態，発芽・出芽特性，発生消長や作物

への雑草害や種子生産特性などが調べられた（Bello et al. 
2000，；Darbyshire1 et al. 2003；Mickelson & Harvey 
1999）。ヨーロッパでは，アメリカでの防除の要点が「土壌
処理除草剤や茎葉処理除草剤の効果が不十分なため，これら
の体系処理と耕種的・機械的防除を組み合わせる。」と紹介
されている（EPPO　2017）。
　日本では，冬期間に湛水土中に埋土した種子の翌春の休眠
覚醒程度は，畑土中の場合より遅れ，また，単植では個体
当たり約 5,000 個の小穂を着けるものの，ダイズ群落内で
は約 20％～約 10％に減少し，１穂の小穂数（Y）は総枝梗
長（X cm）と Y = 6.13X−10.213 の関係にある（森田ほか　
2013）などの基礎的知見がある。さらに，種子（小穂）は
約 0.40 g/50 粒で，湛水条件の土壌（黒ボク）中では出芽せず，
飽水条件下でも著しく出芽を抑制される（森田　未発表）。
　最近の雑草図鑑（浅井　2015）に収録されたこともあり，
日本での汎用水田におけるナルコビエの生態の特徴の把握と
それに基づく防除法への取り組みの進展が期待される。
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図 -１　‌‌ダイズ圃場に繁茂するナルコビエ（2012年，秋田県横手市）。

図 -2　‌ナルコビエの形態
‌‌①開花期の全形 (10cm)，
②葉身基部と葉鞘 (1cm)，
③穂（5cm），
④小穂（5mm），
⑤ 1.5~1.8 葉期の幼植物 (1cm）。
注：‌‌括弧内の数字はスケールを示す。
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